






















































習成果の評価のし方を考えるためのツール」（参照：JF日本語教育スタンダード http : //
jfstandard.jp）である。JFスタンダードでは、言語によるコミュニケーションを、言語能力と
言語活動の関係でとらえている。その考え方に基づき、日本語の熟達度を「～できる」という




























クラス 人数 開始時レベル 目標レベル 人数 開始時レベル 目標レベル 人数 開始時レベル 目標レベル
１ １１名 A２．１ A２．２～B１．１ １０名 A２．１ A２．２ １２名 A２．１ A２．２～B１．１
２ ９名 A２．２～B１．２ B１～B２ １０名 A２．１ A２．２ １１名 A２．２ B１．１～B１．２
３ 評価を実施せず ９名 A２．２～B１．２ B１～B２ １４名 B１．１～B１．２ B１．２～B２．１




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































岡部真理子（２００１）“Self−assessment of oral communication in Japanese and the possibilities and limitations of
incorporating self-assessment in language learning”『日本語教育論集』１４、１７－３６、国立国語研究所日本
語教育センター
金孝卿（２００８）『第二言語としての日本語教室における「ピア内省」活動の研究』ひつじ書房
小山悟（１９９６）「自律学習促進の一助としての自己評価」『日本語教育』８８号、９１－１０３
田中耕治（２００８）『教育評価』岩波テキストブックス
古川嘉子・田中友愛・八田直美・三原龍志（２０１０）「JF日本語教育スタンダードに基づく評価基準を利用
した口頭能力の形成的評価」『２０１０年度日本語教育学会秋季大会予稿集』、２４３－２４８
村田晶子（２００４）「発表訓練における上級学習者の内省とピアフィードバックの分析－学習者同士のビデ
オ観察を通じて－」『日本語教育』１２０号、６３－７２
〔参考 URL〕
JF日本語教育スタンダード〈http : //jfstandard.jp〉
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